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●研究内容
ｷｬﾋﾟﾗﾘｰに試料を注入し、電気泳動することにより、

電荷や粒子の大きさの違いで含有成分を分離し、光
吸収の有無により検出を行い、成分の同定、定量を
行う
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温泉水のｲｵﾝ分析・成分分析、
環境ﾎﾙﾓﾝの分析、色素の分析、
ﾋﾞﾀﾐﾝの分析、

温泉の成分がすぐ解る

ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動による温泉水中ｲｵﾝの分析

温泉成分、ｲｵﾝ分析、微量元素分析、電気泳動、ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動、分析化学、環境ﾎﾙﾓﾝ、色素、ﾋﾞﾀﾐﾝ

■ □ ■ ■ □ ■

Fig.2a  ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ内部
の電気泳動の様子

Fig.2b  
電気泳動の様子

Fig.1 
ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動装置

●特徴
ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動法は、内径50～

100 mmのｶﾞﾗｽ管 (ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ) 中に試料
を注入して電気泳動を行うことによ
り、電荷を有する成分を一斉分離・
定量することが可能な分析法である。
また、電荷を持たない成分について
も、界面活性剤の使用によりﾐｾﾙを
形成させることによって分離が可能
となる。従来の分析方法に比べて、
液量が少なく、簡便かつ迅速に測定
できることが最大の特徴である
(Fig.1, 2a,2b)。

当研究室では、このｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気
泳動法を用い、環境試料水中の環境
ﾎﾙﾓﾝ分析、温泉水中の元素分析、法
定色素の分析などを行っている
(Fig.3)。

Fig.3 ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気泳動法による神戸市内の温泉水の分析
(a) 陽ｲｵﾝ, (b) 陰ｲｵﾝ
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